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第１回臨時会・第４回定例会
のあらまし

議案等の審議結果

一般質問Q＆A
   （８議員が質問）

委員会の焦点

九十九谷展望公園から見る日の出

　九十九谷展望公園は鹿野山の一角にあり、高宕山などの上総丘陵が幾重にも連なる光景を

眼下に一望できるほか、秋から冬の早朝には、気象条件によっては雲海が現れ、幻想的な風

景が広がります。また、初日の出スポットとしても知られており、元日には多くの方で賑わいます。

遠くの山並みから日が昇る美しい光景をぜひ一度ご覧ください。

Kimitsu City Assembly News
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●
陳
情
第
11
号

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に

よ
る
保
育
士
増
員
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

（
陳
情
の
趣
旨
）

保
育
士
の
配
置
基
準
は
70
年
以
上
見
直
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
あ
り
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
国
に
対
し
て
配

置
基
準
の
引
き
上
げ
に
よ
る
保
育
士
増
員
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

保
育
士
不
足
や
待
機
児
童
の
発
生
は
、
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
取
組
や
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
理
解
で
き
る
も
の
で
あ

る
が
、
保
育
士
の
配
置
基
準
を
一
律
に
引
き
上
げ
る
こ

と
は
、
保
育
士
不
足
そ
の
も
の
の
問
題
を
解
決
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
や
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
採
択
に
は
至
ら
な
い

も
の
と
考
え
る
。

４
・
５
歳
児
30
人
に
対
し
て
保
育
士
１
人
と
い
う
国

の
基
準
は
70
年
以
上
変
更
さ
れ
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
待

機
児
童
の
問
題
や
保
育
園
で
の
事
故
等
は
保
育
士
不
足

等
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
に
賛

成
す
る
。

●
陳
情
第
12
号

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
係
わ
る
公
費
支
援

制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳
情
書

本
会
議
討
論

生
活
支
援
に
係
る

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

各
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど

議
案
4
件
を
議
決

議
案
39
件
、

陳
情
２
件
を
議
決

令和4 年

回第4 定例会
回第1 臨時会

の
あらまし          

第
１
回
臨
時
会
は
、
11
月
11
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
の
４
議
案
は
、
議
案
第
１
号
は
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
証
明
書
等
の
発
行
手
数
料
を
減
額
す

る
も
の
、
議
案
第
２
号
は
学
校
給
食
費
無
償
化
の
期
間
を

延
長
す
る
も
の
、
議
案
第
３
号
及
び
議
案
第
４
号
は
物
価

高
騰
対
策
を
主
と
し
た
補
正
予
算
で
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
議
案
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
16
日

ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
君
津
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
な
ど
市
長
提
出
の
39
議

案
、
陳
情
２
件
を
審
議
し
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

陳
情
２
件
は
不
採
択
、
そ
の
ほ
か
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
８
人
が
登
壇
し
、
市
政
運
営

等
に
つ
い
て
、活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会

賛

成

反

対

10
月
の
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
鶴
岡
一
成

議
員
、
齋
藤
利
生
議
員
の
所
属
委
員
会
が
決

ま
り
ま
し
た
。

●
鶴
岡

一
成  
議
員

　
　•

総
務
常
任
委
員
会

　
　•

公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会

●
齋
藤

利
生  

議
員

　
　

•

総
務
常
任
委
員
会

　
　•

脱
炭
素
社
会
調
査
特
別
委
員
会

定
例
会
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今
定
例
会
で
は
、
君
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
・
第
10
号
）
に
係
る
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

補
正
予
算
は
交
通
安
全
施
設
整
備
や
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
改
修
な
ど
に
係
る
費
用
を
主
な
も
の
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

３３３３
，，，，０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
０
４
０
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円

３
，０
４
０
万
円

　
国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、

通
学
路
に
お
け
る
危
険
個
所
解
消

の
た
め
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
等

の
安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

清
和
地
区
拠
点
施
設
整
備
事
業

４
９
０
４
９
０
４
９
０
４
９
０
４
９
０
４
９
０
４
９
０
４
９
０
万万万万
１１１１
千
円
千
円
千
円
千
円
千
円
千
円

４
９
０
万
１
千
円

　
旧
秋
元
小
学
校
に
お
け
る
体
育
館
の
改
修
及
び

外
構
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
継
続
事
業
：
令
和
４
年
度
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
】

幼
児
教
育
・
保
育
施
設
整
備
事
業

（
仮
称
）
貞
元
保
育
園
整
備
事
業

７
５
６
７
５
６
７
５
６
７
５
６
７
５
６
７
５
６
７
５
６
７
５
６
万万万万
１１１１
千
円
千
円
千
円
千
円
千
円
千
円

７
５
６
万
１
千
円

　
令
和
６
年
４
月
の
開
園
に
向

け
て
、（
仮
称
）
貞
元
保
育
園
の

新
築
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
継
続
事
業
：
令
和
４
年
度
〜

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
】

市
民
文
化
ホ
ー
ル
改
修
事
業

７７７７
，，，，４
９
１
４
９
１
４
９
１
４
９
１
４
９
１
４
９
１
４
９
１
４
９
１
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円

７
，４
９
１
万
円

　
君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
自
動

火
災
報
知
設
備
に
つ
い
て
、
全
体

的
な
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
全
小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
南

子
安
小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
教
室
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
校
舎
等
に
お
い
て
早
期
に
修
繕
が
必
要
な

箇
所
の
補
修
を
実
施
し
ま
す
。

議
案
議
案
第第
3366
号号

    

補
正
予
算（
第
９
号
）

補
正
予
算（
第
９
号
）

議
案
第
36
号

  

補
正
予
算（
第
９
号
）

議
案
議
案
第第
4400
号号

    

補
正
予
算（

補
正
予
算（
第第
1100
号
）
号
）

議
案
第
40
号

  

補
正
予
算（
第
10
号
）

校
舎
等
維
持
補
修
事
業

２２２２
，，，，４
６
３
４
６
３
４
６
３
４
６
３
４
６
３
４
６
３
４
６
３
４
６
３
万万万万
１１１１
千
円
千
円
千
円
千
円
千
円
千
円

２
，４
６
３
万
１
千
円

　
君
津
市
戸
建
て
中
古
住
宅
取
得

補
助
金
に
つ
い
て
、
当
初
の
想
定

を
上
回
る
申
請
が
あ
っ
た
た
め
、

不
足
見
込
額
を
増
額
し
ま
す
。

中
古
住
宅
取
得
補
助
事
業

９
０
０
９
０
０
９
０
０
９
０
０
９
０
０
９
０
０
９
０
０
９
０
０
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円
万
円

９
０
０
万
円

主な事業の
紹介

（
陳
情
の
趣
旨
）

加
齢
性
難
聴
者
の
支
援
の
た
め
、
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
助
成
制
度
の
創
設
や
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

等
に
お
け
る
聴
力
検
査
の
実
施
、
国
に
対
し
て
補
聴
器

購
入
の
支
援
制
度
創
設
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
。

加
齢
性
難
聴
は
、
生
活
の
質
の
低
下
を
招
く
恐
れ
も

あ
る
こ
と
な
ど
、
趣
旨
に
つ
い
て
一
部
理
解
で
き
る
も

の
で
あ
る
が
、
市
独
自
の
補
助
制
度
の
実
施
や
60
歳
以

上
の
聴
力
検
査
の
実
施
を
考
え
る
と
、
今
後
も
社
会
保

障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
財

源
確
保
や
検
査
体
制
の
整
備
な
ど
の
面
で
課
題
が
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
効
果
の
検
証
な
ど
、
先

進
事
例
の
調
査
研
究
も
行
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
採
択
に
は
至
ら
な
い

も
の
と
考
え
る
。

高
齢
者
福
祉
の
拡
充
の
た
め
、
支
援
制
度
の
創
設
が

必
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。

◆人権擁護委員
　鳥　井　みゆき（向郷）
　間　宮　淳　子（中島）
◆監査委員
　鴇　田　源　一（折木沢）
　古　宮　広　明（台）
◆教育委員会委員
　渡　邊　俊　介（浦安市）
◆固定資産評価審査委員会委員
　飯　田　朝　夫（箕輪）
　中　澤　政　義（糸川）
　大　嵩　正　博（中野）

※
議
案
等
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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ٞҊ൪߸ ݅ɹɹɹ໊
議案第１号 君津市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２号 君津市学校給食費の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号 令和４年度君津市一般会計補正予算（第７号）についての専決処分の承認を求めることについて

議案第４号 令和４年度君津市一般会計補正予算（第８号）

ٞҊ൪߸ ݅ɹɹɹ໊

議案第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案第３号 監査委員の選任について

議案第４号 監査委員の選任について

議案第５号 教育委員会委員の任命について

議案第６号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第７号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第８号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第９号 君津市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

議案第10号 君津市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

議案第11号 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議案第12号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例の制定について

議案第13号 一般職の職員の給与等に関する条例及び君津市任期付職員の
採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第14号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第15号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第16号 君津市自然休養村管理センター設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第17号 君津市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第18号 君津市貞元コミュニティセンターの指定管理者の指定について

議案第19号 君津市松丘コミュニティセンターの指定管理者の指定について

議案第20号 君津市南子安コミュニティセンターの指定管理者の指定につい
て

ग़੮ٞһશһ͕ࢍ੒ͨٞ͠ҊʢશձҰகʣ

ग़੮ٞһશһ͕ࢍ੒ͨٞ͠Ҋ౳ʢશձҰகʣ

ٞҊ൪߸ ݅ɹɹɹ໊

議案第21号 君津市亀山コミュニティセンターの指定管理者の指定について

議案第22号 君津市地域福祉推進センターの指定管理者の指定について

議案第23号 君津市老人憩いの家の指定管理者の指定について

議案第24号 君津市小糸スポーツ広場の指定管理者の指定について

議案第26号 君津市農村環境改善センターの指定管理者の指定について

議案第27号 君津市久留里観光交流センターの指定管理者の指定について

議案第28号 君津市森林体験交流センターの指定管理者の指定について

議案第29号 君津市立公園（亀山湖畔公園）の指定管理者の指定について

議案第30号 千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び千葉県市
町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

議案第31号 清和地区拠点施設整備工事（建築）請負契約の締結について

議案第32号 清和地区拠点施設整備工事（電気）請負契約の締結について

議案第33号 上総小櫃中学校屋内運動場大規模改造工事請負変更契約の締
結について

議案第34号 市道路線の認定について

議案第35号 市道路線の認定について

議案第36号 令和４年度君津市一般会計補正予算（第９号）

議案第37号 令和４年度君津市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第38号 令和４年度君津市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第39号 令和４年度君津市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第40号 令和４年度君津市一般会計補正予算（第10号）

◆市長提出議案

◆市長提出議案

◆陳情

൱の෼͔ΕͨٞҊ౳ࢍ
◆陳情

議
決
結
果

令和新政 創政会 かがやき君津 きみつ未来 公明党 諸派 諸派
三
浦

章

鶴
岡
一
成

宇
野
晋
平

村
上
幸
人

須
永
和
良

小
倉
靖
幸

下
田
剣
吾

保
坂
好
一

高
橋

明

小
林
喜
久
男

齋
藤
利
生

奈
良
輪
政
五

船
田
兼
司

橋
本
礼
子

石
上

塁

松
本
裕
次
郎

磯
貝

清

高
橋
健
治

佐
藤
葉
子

野
上
慎
治

三
浦
道
雄

鈴
木
高
大

௠৘൪߸ ݅ɹɹɹ໊

陳情第11号 子どものために保育士配置基準の引き上げによる
保育士増員を求める意見書の提出を求める陳情書

●
不採択 議　

長

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● 〇 ●

陳情第12号 加齢性難聴者の補聴器購入に係わる公費支援
制度の創設を求める陳情書

●
不採択 ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● 〇 ●

※ٞ௕͸ɺ஍ํ࣏ࣗ๏ୈ���৚ͷنఆʹΑΓɺܾ࠾ʹՃΘ͍ͬͯ·ͤΜɻ දͷํݟɹɹ˓ɿࢍ੒ɹ˔ɿ൓ରɹܽɿܽ੮

※ٞҊୈ��߸͸ఫճͱͳΓ·ͨ͠ɻ

ձ��ٞҊの৹ٞ݁Ռ࣌ձ�ୈ̍ճྟٞࢢ௡܅

ձ�ୈ̐ճఆྫձ��ٞҊ౳の৹ٞ݁Ռٞࢢ௡܅

ྩ࿨̐೥

ྩ࿨̐೥
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・

•人権が尊重され、誰もが輝く
社会の実現について

•障がい者福祉サービスの充実
について

•選挙投票の課題について

•市政運営について
•福祉・医療行政について
•教育行政について
•環境行政について

•教育環境整備について
•土地利用の推進について
•安心安全なまちづくりについ
て

•公共施設の管理運営について

1�� 1��

1��

ެ໌ౘ ॾ೿ɾ೔ຊ࢈ڞౘ

͔͕΍͖܅௡

һٞ�ࢠ�༿౻ࠤ Ӝ�ಓ༤�ٞһࡾ

ધా�݉ٞ�࢘һ

•公用車のカーシェアリング導
入について
•修学旅行（宿泊学習等）の無
償化について
•公文書の適切な管理について
•予算編成における歳入の考え
方について
•君津駅周辺の空洞化と対策に
ついて

1��
ྩ࿨৽੓

ਢӬ�࿨ྑ�ٞһ

•「ひとが集い活気があふれる
まち」のための施策について
•「幸齢社会」の実現について　

1��
ެ໌ౘ

໺্�৻ٞ�࣏һ

•子どもたちのための学校統合
について
•脱炭素社会を実現するために
•公共施設、用地の適正な管理
について
•若者、子育て支援について
•消防団員と家族を支援するた
めに
•清和地区の大型車の増加につ
いて

•子育て世代が住みやすいまち
について

•行政サービスの向上について
•持続可能な公共交通について
•財政運営について

•児童生徒の教育環境について
•地域コミュニティの活性化に
ついて
•デジタル技術を活用したサー
ビスについて
•火葬業務の維持管理について
•地域振興について

1��

1��

1��

૑੓ձ

͖Έͭະདྷ

ެ໌ౘ

Լాٞ�ޗ݋�һ

ੴ্ɹྥ�ٞһ

࣏݈�ڮߴ ٞһ

第 4回定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。
各議員の質問の大綱については下記のとおりです（通告順）
マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています。
なお、掲載記事は、質問した議員自らの寄稿によるものです。

一 般 質 問

Q＆A

市政を問う！

質問時間を60分から45分に短縮して一般質問を行いました。



6͖ΈͭٞࢢձͩΑΓ��/P����

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
構
築
へ

多
様
性
を
認
め
合
う
ま
ち
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の

カ
ッ
プ
ル
の
関
係
を
公
的
に
認
め
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
や
す
く
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
う
。

今
後
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
近
隣
3
市
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
制
度
構
築
に
取
り
組
む
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
の
支
援

コ
ロ
ナ
禍
で
婚
姻
数
や
出
生
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

が
、
住
宅
費
等
を
補
助
す
る
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

を
実
施
し
な
い
か
伺
う
。

経
済
的
理
由
で
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
希
望
者
が
多
い

中
、
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
係
る
負
担
軽
減
、
結
婚
希
望

の
実
現
に
向
け
た
後
押
し
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

少
子
化
対
策
や
定
住
促
進
対
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
の
施
行
と
医
療
的
ケ
ア
児
等
へ
の
支
援

法
律
施
行
に
よ
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
は
医
療
的

ケ
ア
児
へ
の
支
援
が
「
責
務
」
と
な
っ
た
。
実
態
把
握
の

方
策
や
保
育
園
・
学
校
等
で
の
受
入
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
30
年
度
の
千
葉
県
の
調
査
結
果
を
基
に
、
関
係
機
関

か
ら
の
情
報
収
集
等
に
よ
り
随
時
更
新
を
行
い
、
実
態
把

握
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
児
童
の
発
達
に
応
じ
て
、
看

護
師
を
配
置
す
る
な
ど
適
切
に
支
援
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
短
期
入
所
先
が
不
足
し
て
い

る
。
病
院
等
の
空
床
利
用
で
市
内
に
確
保
で
き
な
い
か
。

全
国
の
先
進
事
例
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

投
票
環
境
の
改
善
を

投
票
場
へ
の
移
動
困
難
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
移
動

投
票
車
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

二
重
投
票
の
防
止
等
の
観
点
か
ら
実
施
し
て
い
な
い
が
、

他
市
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

学
校
施
設
の
総
点
検
の
結
果
及
び
今
後
の
対
応
方
針

市
内
小
中
学
校
の
多
く
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
壁
面
の
亀

裂
、
雨
漏
り
や
設
備
の
不
具
合
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
、
大

規
模
改
修
を
待
た
ず
に
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
学
校

施
設
の
総
点
検
を
夏
休
み
期
間
中
に
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果

と
今
後
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の
方
針
を
伺
う
。

本
年
度
は
、
施
設
老
朽
化
の
現
状
を
再
確
認
す
る
た
め
、

本
市
の
技
術
職
員
と
と
も
に
総
点
検
を
実
施
し
た
。
軽
微

な
も
の
か
ら
大
規
模
な
改
修
が
見
込
ま
れ
る
も
の
ま
で
、
小
中

学
校
19
校
で
１
千
２
０
０
か
所
を
超
え
る
不
具
合
箇
所
を
確
認

し
、
現
在
、
優
先
順
位
づ
け
を
行
い
機
動
的
に
対
応
し
て
い

る
。
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
抜
本
的
な
整
備
は
、
個
別
施
設
計

画
第
１
期
の
令
和
12
年
度
ま
で
に
周
西
小
学
校
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。
所
要
の
調
整
を
行
い
つ
つ
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

農
地
法
に
規
定
す
る
下
限
面
積
廃
止

農
地
の
権
利
取
得
時
の
下
限
面
積
要
件
が
廃
止
と
な
る
見

通
し
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

国
に
お
い
て
、
下
限
面
積
の
要
件
の
廃
止
を
含
む
「
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

が
可
決
さ
れ
、
令
和
４
年
７
月
27
日
に
公
布
さ
れ
た
。
施
行
は

令
和
５
年
４
月
１
日
予
定
で
あ
る
。
下
限
面
積
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
で
、
小
規
模
の
事
業
に
よ
る
農
地
の
活
用
の
多
様
化
が
促

進
さ
れ
る
と
考
え
る
。

君
津
駅
周
辺
か
ら
市
役
所
周
辺
の
土
地
利
用

公
共
施
設
の
整
備
状
況
等
の
把
握
の
上
、
計
画
的
な
土
地

利
用
の
誘
致
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
整
備
の
必
要
な
公

共
施
設
で
あ
る
市
役
所
庁
舎
の
整
備
の
今
後
の
見
通
し
を
伺

う
。

本
庁
舎
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
君

津
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
方
向
性
を
明

確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

給
食
費
無
償
化
の
今
後
の
方
向
性
と
、
医
療
費
無
償
化
対

象
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
る
事
へ
の
見
解
を
伺
う
。

給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
令
和
５
年
３
月
ま
で
実
施
。
以

降
は
、
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
第
３
子
以
降
の
無
償
化

実
施
に
向
け
検
討
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
も
対
象
拡
大
の
早
期
実
現
に
向
け
検
討
す
る
。

保
育
環
境
の
整
備
・
充
実

土
曜
日
以
外
の
休
日
保
育
の
実
施
が
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

民
間
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
育
て
支
援
体
制

国
が
示
す
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走

型
相
談
支
援
と
経
済
支
援
を
一
体
と
す
る
事
業
と
、
赤

ち
ゃ
ん
応
援
パ
ッ
ク
事
業
と
の
整
合
性
、
及
び
、
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

赤
ち
ゃ
ん
応
援
パ
ッ
ク
事
業
や
、子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
つ
み
き
」
に
よ
る
包
括
的
支
援
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

子
育
て
世
代
が
住
み
や
す
い
住
環
境
整
備

中
古
住
宅
取
得
補
助
制
度
は
、
子
育
て
世
代
の
住
宅
取
得

に
役
立
つ
と
考
え
る
が
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
２
年
度
の
制
度
開
始
か
ら
の
利
用
状
況
は
11
月
30
日

時
点
で
１
０
７
件
、
う
ち
51
件
が
子
育
て
世
帯
で
あ
り
、

中
古
住
宅
を
取
得
し
た
方
が
子
育
て
世
帯
に
該
当
す
る
と
補
助

金
が
加
算
さ
れ
る
。

民
間
活
力
導
入
の
そ
の
後

民
間
保
育
園
と
連
携
し
て
い
く
う
え
で
、
市
の
方
針
を
定

め
、
定
期
的
な
意
見
交
換
や
市
独
自
の
検
査
等
に
よ
る
運

営
の
見
守
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

平
成
30
年
度
に
、
君
津
市
保
育
園
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、

年
３
回
程
度
、
交
流
や
情
報
共
有
、
課
題
に
対
す
る
意
見

交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。

Q

Q

Q

QQQ

Q

Q

Q

Q

Q Q

Q A

A

A

A

AAA

A

A

A

A

A
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児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
負
担
軽
減

教
材
等
を
机
の
中
な
ど
に
置
い
て
帰
る
こ
と
を
認
め
る
い

わ
ゆ
る
置
き
勉
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
、
現
状
を
伺

う
。

技
能
教
科
等
の
教
科
書
や
資
料
集
は
学
校
で
保
管
、
管
理

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
持
ち
帰
る
な
ど
、
登
下
校
時
の

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の

安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
登
下
校
時
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

く
。公

民
館
等
の
整
備

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
地
域
の
核
と

な
る
公
民
館
等
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

公
民
館
機
能
の
継
続
、
ま
た
公
民
館
施
設
単
独
で
は
な

く
、
周
辺
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化
や
多
機
能
化
も
進

め
、
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
交
流
機
能
や
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

施
設
と
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
地
域
の
特
色
に

応
じ
た
各
地
区
の
活
力
を
牽
引
す
る
拠
点
づ
く
り
と
な
る
よ

う
、
全
庁
を
挙
げ
て
早
期
の
整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
の
実
現
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

今
年
度
は
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
、
全
庁
的
な
応
援
体

制
の
下
、
申
請
や
交
付
を
受
け
付
け
る
窓
口
を
増
設
す
る

と
と
も
に
、
企
業
や
商
業
施
設
に
出
向
い
て
申
請
受
付
を
行
う

な
ど
、
よ
り
幅
広
い
申
請
機
会
の
提
供
と
円
滑
な
交
付
に
努
め

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
利
便
性
と
快
適
性
を

市
民
の
皆
様
が
最
大
限
享
受
で
き
る
よ
う
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
促
進
と
利
活
用
に
全
力
で
取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
を
本
市
で
実
現
し
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を

君
津
市
を
永
続
的
に
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
に
は
地
域

を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る

取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
向
け
て
、地
域
を
よ
く
知
る

住
民
と
行
政
が
共
に
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
地
域
運
営
に
関
す
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
、ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
設
置
し
、実
現
化
を
図
る
。こ
の
プ
ロ
セ
ス
と

し
て
、既
存
の
地
域
関
係
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や

地
域
住
民
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
ほ
か
、

行
政
に
お
い
て
も
担
当
職
員
の
配
置
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
歳
入
の
増
加
を

令
和
４
年
９
月
に
本
市
の
ゴ
ル
フ
場
に
ふ
る
さ
と
納
税
が

で
き
る
自
販
機
を
設
置
し
た
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

本
年
９
月
か
ら
運
用
開
始
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売

機
の
実
績
は
、
９
月
が
１
２
２
万
円
、
10
月
が
１
８
９
万

円
で
、
年
間
換
算
で
約
１
千
８
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
今
後
、
認
知
度
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
寄
附
額

が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

認
知
症
の
方
々
を
見
守
る
仕
組
み
を

東
京
都
大
田
区
で
は
、
衣
服
や
靴
に
貼
り
つ
け
る
シ
ー
ル

や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
居
住
地

の
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
と
本
人
の
登
録
番
号
が
書

い
て
あ
り
、
包
括
に
連
絡
す
る
と
本
人
確
認
が
で
き
る
。
本
市

に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
見
守
り
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

大
田
区
が
実
施
し
て
い
る
見
守
り
グ
ッ
ズ
は
、
登
録
番
号

で
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
形

と
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
で
も
連
絡
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
り
、
実
施
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。
本
市

の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。
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日
本
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
役
所
を
目
指
す

市
長
は
所
信
表
明
で
「
日
本
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
役
所
」

を
目
指
す
、
と
発
言
し
た
が
そ
の
真
意
に
つ
い
て
伺
う
。

基
本
姿
勢
の
一
つ
「
君
津
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
市
役
所
を

元
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
年
度
か
ら
「
日
本
一
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
市
役
所
」
を
目
指
し
、
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
大

い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
意
識
を
醸
成
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

あ
ふ
れ
る
職
員
を
育
成
し
て
い
く
。

高
い
国
民
健
康
保
険
税
の
大
幅
引
下
げ

全
国
知
事
会
が
国
に
対
し
て
市
町
村
国
保
に
1
兆
円
の
公

費
負
担
増
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
引
下
げ
に
向

け
た
市
の
対
応
を
伺
う
。

先
月
、
市
が
所
属
す
る
「
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
」
や
「
国
民
健
康
保
険
中
央
会
」
等
が
合
同
で
国
へ

財
政
支
援
の
拡
充
を
含
む
陳
情
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
国
へ
の
要
望
や
、
千
葉
県
国
保
連
合
会
君
津
支
部
等
の

場
を
活
用
し
て
近
隣
３
市
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
を
高
校
卒
業
ま
で
無
償
化
す
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
と
若
い
世
代
の
安
心

感
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
高
校
生
世
代
ま
で
の
対
象
拡

大
の
早
期
実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

新
井
総
合
施
設
株
式
会
社
の
動
向

最
近
ダ
ン
プ
カ
ー
の
台
数
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、同

社
の
動
向
及
び
第
３
期
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。第

３
の
１
処
分
場
へ
の
一
日
当
た
り
の
平
均
搬
入
台
数
は

9
月
が
21
台
、
10
月
が
12
台
、
11
月
が
13
台
と
な
っ
て
い

る
。
第
２
期
処
分
場
は
23
層
目
の
埋
立
て
が
終
了
し
、
最
終
覆

土
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
第
３
の
2
の
1
処
分
場
が
完

成
し
て
お
り
、
第
３
期
増
設
事
業
全
体
は
、
令
和
6
年
1
月
頃

の
竣
工
と
推
察
し
て
い
る
。
11
月
29
日
に
は
市
長
が
現
地
に
出

向
き
、
状
況
等
を
直
接
確
認
し
て
い
る
。
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清
和
地
区
の
大
型
車
（
ダ
ン
プ
カ
ー
）
増
加
に
対
策
を

周
南
地
区
で
の
大
型
車
の
問
題
は
大
き
く
改
善
し
た
一

方
、
清
和
地
区
で
ダ
ン
プ
カ
ー
が
増
加
し
、
多
く
の
市
民

が
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
。
改
善
を
求
め
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

国
道
４
６
５
号
の
特
に
西
粟
倉
交
差
点
か
ら
富
津
市
へ
の

区
間
が
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
の
通
行
路
と
な
っ
て
い
る
。
見

通
し
が
悪
い
個
所
や
幅
員
が
狭
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
通
行
時

間
帯
の
厳
守
や
速
度
抑
制
の
対
策
を
県
君
津
土
木
事
務
所
に
要

望
す
る
と
と
も
に
、
千
葉
県
ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
に
一
層
の
安
全

運
転
へ
の
配
慮
を
求
め
て
い
く
。

太
陽
光
で
４
万
４
千
世
帯
分
の
電
力
を
発
電
す
る
君
津
市

農
地
や
山
林
、
住
宅
の
屋
根
な
ど
を
使
っ
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
も
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
を
伺
う
。

11
月
現
在
、本
市
の
太
陽
光
発
電
認
定
件
数
は
２
千
５
７
４

件
。
発
電
能
力
の
合
計
は
１
４
８
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。
国
が
選

定
す
る
脱
炭
素
先
行
地
域
を
目
指
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
。

手
厚
い
対
策
が
進
む
木
更
津
市
に
保
育
士
が
流
出
危
機

木
更
津
市
は
子
育
て
支
援
で
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
の
課
題
改
善
を
提
案
し
て
き
た
が
、
現
状
を
伺
う
。

保
育
士
不
足
対
策
と
し
て
、
木
更
津
市
で
は
県
の
処
遇
改

善
の
補
助
へ
の
上
乗
せ
や
、
市
独
自
の
保
育
士
修
学
資
金

貸
付
制
度
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
本
市
で
も
人
材
派
遣
の
活

用
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
が
、
保
育
士
不
足
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
対
策
を
検
討
す
る
。

本
市
の
手
当
を
木
更
津
市
並
み
の
３
万
円
に
す
る
に
は
約

２
千
５
０
０
万
円
か
か
る
が
、
保
育
士
確
保
や
待
遇
改
善

の
た
め
、
対
策
の
実
施
を
提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
保
育
士
確
保
は
受
皿
の
整
備
と
と

も
に
重
要
な
施
策
。
保
育
士
の
流
出
防
止
や
人
材
確
保
の

た
め
、
処
遇
改
善
等
を
含
め
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い

く
。

君
津
駅
周
辺
の
空
洞
化
と
対
策
に
つ
い
て

君
津
駅
周
辺
で
大
型
施
設
の
撤
退
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な

り
、
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
市
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
立
地
適
正
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
君
津
駅
周
辺
を
都

市
交
流
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
商
業
、
医
療
、
福
祉
な
ど
、

都
市
機
能
の
集
積
を
図
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
積
極
的
な

民
間
誘
導
や
投
資
を
促
す
施
策
、
公
共
用
地
や
駐
輪
場
な
ど
の

低
未
利
用
地
活
用
、
空
き
家
対
策
を
含
む
住
宅
施
策
、
老
朽
化

し
た
こ
線
人
道
橋
の
再
整
備
な
ど
、
君
津
駅
周
辺
市
街
地
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
を
策
定
し
、
順
次
実
現
に
努
め
る
。

修
学
旅
行
等
の
無
償
化
に
つ
い
て

修
学
旅
行
の
保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
現
状
を
伺
う
。

修
学
旅
行
の
１
人
当
た
り
の
費
用
は
、
小
学
校
で
は

２
万
１
千
４
４
１
円
か
ら
２
万
７
千
７
９
０
円
の
範
囲
、

中
学
校
で
は
６
万
６
千
９
３
５
円
か
ら
７
万
８
千
８
６
７
円
の

範
囲
と
な
っ
て
い
る
。
市
全
体
の
総
額
は
、
約
５
千
４
０
０
万

円
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、ま
た
教
育
現
場
で
働
く
人
の
た
め

に
も
宿
泊
学
習
等
は
公
費
で
負
担
し
、競
争
入
札
に
よ
り

公
平
性
と
質
の
確
保
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

無
償
化
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
費
用
を
学
校
で

徴
収
す
る
必
要
も
な
く
な
る
た
め
、
学
校
職
員
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
。
一
方
で
、
財
源
の
確
保
等
の
問
題
も
あ
り
、
今
後
、

質
の
確
保
、
契
約
の
公
平
性
、
保
護
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
視
点
な
ど
か
ら
、
他
市
の
取
組
を
参
考
に
、
よ
り
よ
い
修

学
旅
行
の
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。
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配信
内容

注意

アクセス
方法

定例会及び臨時会の本会議

☆スマホ・タブレットからもご視聴いただけます。
通信費は利用者の負担になります。

速報版は無編集の映像となっています。本会議後お
おむね 7日以内に議事日程や一般質問の議員ごとに
編集した映像への切り替えを行います。配信内容は
公式記録ではありません。視聴の際は、配信ページ
内の注意事項を必ず確認してください。

①君津市議会ホームページの左下にある「インター
ネット中継」をクリック。
②左側に「本会議ライブ配信」「本会議録画配信」等の
メニューが表示されますので、視聴したいページを
選択し、ご視聴ください。

本会議のライブ配信・録画配信を行っています。また、本会議の
翌日（土日祝日を除く）に速報版として無編集の録画映像を見るこ
とができます。ぜひご視聴ください。

議会本会議を配信しています！

議会配信は
こちらから
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審
査
案
件
（
議
案
第
９
号
か
ら
議
案
第
15
号
、
議

案
第
17
号
か
ら
議
案
第
21
号
、
議
案
第
30
号
か
ら

議
案
第
32
号
、
議
案
第
36
号
、
議
案
第
37
号
、
議

案
第
39
号
、
議
案
第
40
号
）

◆
議
案
第
９
号

（
内
容
）
令
和
3
年
に
改
正
さ
れ
た
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
が
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
同
法
の
適
用
に
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
、
附
則
に
お
い
て
、
現
行
の
君
津
市
個
人
情

報
保
護
条
例
の
廃
止
を
行
う
と
と
も
に
、
4
つ
の

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
ま
た
、

本
市
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
制
度
と
同
様
と
す
る
も
の
。

　
　
開
示
請
求
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
と
同
様
、
情
報

公
開
に
係
る
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
１
件
に
つ
き

３
０
０
円
、
保
有
個
人
情
報
に
係
る
開
示
請
求
に

つ
い
て
は
無
料
と
し
、
い
ず
れ
も
、
コ
ピ
ー
代
等
の

実
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
開
示
請
求
者
の
負

担
と
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
11
号

（
内
容
）
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
職

໰

໰

　
　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
と
同
様
、
情
報

　
　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
と
同
様
、
情
報

答

答౼
࿦

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　

指
定
候
補
者
の
応
募
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

限
定
公
募
に
よ
る
も
の
で
、
応
募
団
体
は
各

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
委
員
会
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

審
査
案
件
（
議
案
第
22
号
か
ら
議
案
第
24
号
、
議

案
第
33
号
、
議
案
第
36
号
、
議
案
第
38
号
、
議
案

第
40
号
、
陳
情
第
11
号
、
陳
情
第
12
号
）

◆
議
案
第
22
号

（
内
容
）
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
1
年
間
、
社

会
福
祉
法
人
君
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　
　
今
後
の
施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

個
別
施
設
計
画
等
に
基
づ
き
、
類
似
機
能
を

有
す
る
施
設
に
機
能
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
令
和
４
年
３
月
に
利
用
者
説
明
会
を
実

施
し
、
ま
た
、
個
別
に
利
用
者
と
話
し
合
い
を
行

員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、

定
年
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ

段
階
的
に
引
き
上
げ
、
令
和
13
年
度
に
65
歳
と
す

る
こ
と
。
ま
た
、
60
歳
に
達
し
て
い
る
管
理
職
職

員
を
係
長
級
以
下
の
職
に
配
置
す
る
管
理
監
督
職

勤
務
上
限
年
齢
制
、
い
わ
ゆ
る
役
職
定
年
制
を
導

入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
高
齢
期
職
員
の
多
様
な
働

き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
60
歳
以
降
、

定
年
前
に
退
職
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

希
望
及
び
選
考
に
よ
り
、
本
来
の
定
年
年
齢
ま
で

を
任
期
と
し
た
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ

と
。
ま
た
、
60
歳
に
達
す
る
年
度
の
前
年
度
に
任

用
、
給
与
、
退
職
手
当
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

60
歳
以
降
の
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
も
の
。

　
　
新
規
採
用
者
数
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

退
職
者
数
や
再
任
用
職
員
の
増
減
を
見
極

め
、
職
員
の
年
齢
構
成
を
考
慮
し
、
継
続
的
に
新

規
採
用
者
を
確
保
し
て
い
く
。

　
　
　

役
職
定
年
後
も
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
ち
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
職
員
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
制

度
を
運
用
さ
れ
た
い
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
18
号
か
ら
議
案
第
21
号

（
内
容
）
貞
元
、
松
丘
、
南
子
安
、
亀
山
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、各
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
推
進
委
員
会
を
指
定
す
る
た
め
、
議

う
な
ど
、
活
動
拠
点
を
公
民
館
や
自
治
会
館
等
へ

移
す
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
23
号

（
内
容
）
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
公

益
社
団
法
人
君
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議

໰໰
　
　

限
定
公
募
に
よ
る
も
の
で
、
応
募
団
体
は
各

　
　

限
定
公
募
に
よ
る
も
の
で
、
応
募
団
体
は
各

答
　
　

個
別
施
設
計
画
等
に
基
づ
き
、
類
似
機
能
を

　
　

個
別
施
設
計
画
等
に
基
づ
き
、
類
似
機
能
を

答

಺ͷίϛϡχςΟηϯλʔࢢ
ʢࣸਅ͸ُࢁίϛϡχςΟηϯλʔʣ

஍Ҭ෱ࢱਪਐηϯλʔɹΏ͏Ώ͏ؗ࿝ਓ͍ܜͷՈɹ͑͢Α͠

※

議
案
名
は
、議
案
等
の
審
議
結
果（
４
ペ
ー
ジ
）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
及
び
陳
情
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
等
の
審
査
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
の
焦
点

●
総
務
常
任
委
員
会

●
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

৬
һ
ͷ
ఆ
೥
౳
ʹ
ؔ
͢
Δ
৚
ྫ
ͷ
վ
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৘
ใ
ͷ
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཯
ࢪ
ߦ
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ͷ
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ỹ
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ϯ
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ͷ
ࢦ
ఆ
؅
ཧ
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育
園
の
基
本
・
実
施
設
計
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

建
設
工
事
に
係
る
補
正
予
算
を
提
出
し
た
も
の
。

　
　
施
設
整
備
費
の
増
加
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

基
本
計
画
で
は
、
類
似
施
設
等
の
整
備
事
例

か
ら
試
算
し
た
金
額
で
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
設
計
に
あ
た
り
、
整
備
面
積

が
増
加
し
た
こ
と
や
、
地
盤
改
良
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
昨
今
の
資
材
費
の
高
騰
等
に
よ

り
増
加
し
た
も
の
。

　
　
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

施
設
整
備
方
針
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
施
設
を
目
指
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
園
舎
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
つ
い
て
は
、
電

気
料
金
等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
慮
し
、
換

気
設
備
を
第
三
種
設
備
と
し
た
こ
と
等
の
理
由
に

よ
り
、
補
助
の
対
象
外
と
な
っ
た
が
、
県
産
木
材

を
使
用
し
た
内
装
等
の
木
質
化
に
よ
る
補
助
金
の

獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
設
備
を
オ
ー
ル
電
化
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

導
入
費
用
が
想
定
よ
り
高
額
と
な
っ
た
が
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
、
電
気
を
使
用

す
る
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
や
、
環
境
グ
リ
ー
ン

都
市
宣
言
を
し
て
い
る
本
市
に
と
っ
て
、
環
境
負

荷
の
低
減
や
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
決
定
し
た
も
の
。

　
　
　

新
た
な
子
育
て
拠
点
の
建
設
に
向
け
た
努

力
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
公
共
施
設
の
総
合
管

理
の
観
点
か
ら
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

へ
の
意
識
や
経
費

の
節
減
、
補
助
金

の
獲
得
に
つ
い
て

熟
慮
さ
れ
、
よ
り

よ
い
保
育
園
と
な

る
よ
う
取
り
組
ま

れ
た
い
。

（
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

骨
の
腐
食
等
に
よ
り
、
撤
去
、
改
修
費
用
を
追
加

す
る
も
の
。

　
　

工
期
の
延
長
に
伴
う
卒
業
式
へ
の
影
響
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

卒
業
式
の
準
備
か
ら
当
日
ま
で
体
育
館
を
使

用
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
生
徒
に
心
配
を
与
え
な

い
よ
う
な
形
で
工
事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
36
号
（
補
正
予
算
）

　
　
小
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

対
象
は
全
小
学
校
で
あ
り
、
今
年
度
内
の
設

置
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

◆
議
案
第
40
号
（
補
正
予
算
）

　
　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
補
正
予
算
を
提
出
し

た
経
緯
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
４
月
１
日
の
開
園
に
向
け
、（
仮
称
）
貞
元
保

໰答

౼
࿦

໰໰

໰

໰

　
　

対
象
は
全
小
学
校
で
あ
り
、
今
年
度
内
の
設

　
　

対
象
は
全
小
学
校
で
あ
り
、
今
年
度
内
の
設

答
　
　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
６

　
　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
６

答

　
　

施
設
整
備
方
針
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

　
　

施
設
整
備
方
針
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

答
　
　

導
入
費
用
が
想
定
よ
り
高
額
と
な
っ
た
が
、

　
　

導
入
費
用
が
想
定
よ
り
高
額
と
な
っ
た
が
、

答

答໰答

໰

໰໰

໰

答

　
　

基
本
計
画
で
は
、
類
似
施
設
等
の
整
備
事
例

　
　

基
本
計
画
で
は
、
類
似
施
設
等
の
整
備
事
例

答

　
　

卒
業
式
の
準
備
か
ら
当
日
ま
で
体
育
館
を
使

　
　

卒
業
式
の
準
備
か
ら
当
日
ま
で
体
育
館
を
使

答

決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
募
集
の
団
体
要
件
に
合
致
す
る
事
業
者
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
及
び
福
祉
の
増

進
に
資
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
法
人
等
で
、
市

内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
者
と
い
う
団
体
要
件
を

満
た
す
の
は
、
当
該
団
体
の
み
と
考
え
る
。

　
　
　

観
光
客
の
利
用
の
促
進
や
経
費
削
減
の
観

点
か
ら
、
市
外
で
温
泉
、
温
浴
施
設
を
運
営
し
て

い
る
事
業
者
も
応
募
で
き
る
よ
う
な
要
件
に
す
る

こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
24
号

（
内
容
）
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
小

糸
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
33
号

（
内
容
）
令
和
３
年
12
月
17
日
に
締
結
し
た
工
事

請
負
契
約
に
お
い
て
、
賃
金
ま
た
は
物
価
上
昇
に

基
づ
く
請
負
代
金
の
増
額
が
生
じ
、
ま
た
、
工
事

着
工
後
の
内
外
装
の
撤
去
に
伴
い
、
既
存
図
と
現

況
の
違
い
に
よ
る
改
修
方
法
の
変
更
や
、
既
存
部

材
調
査
等
に
よ
り
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
る
工

事
期
限
の
延
伸
や
諸
経
費
等
の
増
額
を
行
う
た

め
、
当
初
の
請
負
金
額
に
１
千
７
６
６
万
１
千

５
０
０
円
を
増
額
し
、
変
更
後
の
請
負
金
額
を

３
億
４
千
９
３
１
万
１
千
５
０
０
円
と
す
る
変
更

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

主
な
も
の
と
し
て
、
体
育
館
の
ひ
さ
し
部
分

に
お
い
て
、
再
利
用
を
予
定
し
て
い
た
既
存
の
鉄

審
査
案
件
（
議
案
第
16
号
、
議
案
第
26
号
か
ら
議

案
第
29
号
、
議
案
第
34
号
か
ら
議
案
第
36
号
）

◆
議
案
第
16
号

（
内
容
）
君
津
市
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の

廃
止
に
向
け
、使
用
率
の
低
い
小
会
議
室
と
ロ
ビ
ー

の
使
用
を
中
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
能
が
縮
小

さ
れ
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
効
果
が
十
分

に
得
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
将
来
的
な
施
設
の
方
向
性
及
び
来
年
度
以
降

の
管
理
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

個
別
施
設
計
画
の
中
で
、管
理
棟
な
ど
の
建

築
物
を
廃
止
し
、直
売
機
能
に
つ
い
て
は
、他
の
公

共
施
設
等
で
の
継
続
を
検
討
す
る
方
針
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、近
い
将
来
、当
該
施
設
の
売
却
に
向

け
た
手
続
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、現

在
、直
売
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
持
っ
た
会

議
ス
ペ
ー
ス
等
に
つ
い
て
は
、市
と
地
元
で
協
議
を

進
め
て
い
る
が
、す
ぐ
に
移
転
で
き
る
状
況
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、管
理
セ
ン
タ
ー
を
市
が
直
営
で
管
理

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、職
員
に
つ
い
て
は
、会
計
年

度
任
用
職
員
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
地
元
の
関
係
者
等
と
の
協
議
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

農
産
物
の
出
荷
先
が
遠
く
な
る
こ
と
を
心
配

す
る
声
な
ど
も
あ
り
、地
元
の
生
産
者
組
合
の
方
々

で
構
成
す
る
移
転
に
関
す
る
検
討
委
員
会
と
代
替

地
に
お
け
る
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ス
モ

ス
祭
り
に
つ
い
て
も
別
の
場
所
で
継
続
し
た
い
と
の

意
向
を
聞
い
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

意
見
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意
見

໰

໰

໰

໰

໰

答

答

答

答

答

◆
議
案
第
26
号

（
内
容
）
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
管
理
協
力
会
を
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
27
号

（
内
容
）令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、一
般

社
団
法
人
君
津
市
観
光
協
会
を
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
当
該
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
と
自
主
事
業

の
関
係
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

観
光
協
会
は
令
和
４
年
10
月
か
ら
、
自
主
事

業
と
し
て「
酒
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
始
し
て
お
り
、

地
酒
の
試
飲
や
販
売
等
に
よ
る
収
益
は
観
光
協
会

の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
当
該
事
業
に

限
ら
ず
様
々
な
自
主
事
業
や
収
益
を
上
げ
ら
れ
る

事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
観
光
協
会
が
自
立

す
る
契
機
と
な
り
、
本
市
の
観
光
振
興
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
28
号

（
内
容
）
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

　
　
指
定
候
補
者
か
ら
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

指
定
候
補
者
は
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

を
は
じ
め
と
し
て
、
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
今
回
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
も
、
森
林
体
験

や
木
工
教
室
等
の
自
主
事
業
を
通
じ
て
、
森
林
や

環
境
に
対
す
る
教
育
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
地
元
と
連
携
し
た
取
組
の
実
施
や
施
設
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
も
自
主
事
業
と
し
て
地
元
の
職
人
を
講

師
と
し
て
招
き
、本
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る「
雨

城
楊
枝
」
を
作
る
取
組
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、当
該
施
設
は
令
和
３
年
度
、

約
１
万
１
千
人
の
利
用
が
あ
り
、
子
ど
も
の
利
用

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
29
号

（
内
容
）
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
亀

山
公
園
管
理
株
式
会
社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
業
務
内
容
及
び
指
定
管
理
料
の
内
訳
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

亀
山
湖
畔
公
園
は
全
部
で
九
つ
の
公
園
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
二
つ
の
公
園
が
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
っ

て
い
る
。
主
な
業
務
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
、
運

営
や
公
園
の
草
刈
り
等
の
管
理
で
あ
り
、
人
件
費

約
１
千
６
０
０
万
円
、
事
務
費
約
１
８
０
万
円
、

管
理
費
約
５
７
０
万
円
か
ら
収
入
を
差
し
引
い
た

額
、
約
１
千
６
７
０
万
円
が
一
年
間
の
指
定
管
理

料
と
な
る
。

　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
に
関
し
、
今
年
度
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を
導
入
し
、
問
題
点
の
洗
い

出
し
や
業
務
改
善
を
図
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
制
度

運
用
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
指
定
管
理
者
が
固
定
化
し
て
い
て
新

た
な
提
案
が
出
に
く
い
こ
と
や
、
利
用
者
の
意
見

が
市
に
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
な
ど
、
依
然
と
し
て

課
題
が
あ
り
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
う
ま
く
活
用
し
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出

す
施
設
と
な
る
よ
う
、
各
部
署
が
連
携
し
な
が
ら
、

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
も

速
や
か
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
36
号
（
補
正
予
算
）

　
　
安
全
対
策
の
実
施
箇
所
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

坂
田
地
先
の
君
津
高
校
付
近
の
坂
道
及
び
貞

元
地
先
の
公
会
堂
前
の
2
か
所
に
お
い
て
車
道
と

歩
道
の
間
に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
を
行
う
も

の
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

※
議
案
第
36
号
及
び
議
案
第
40
号

の
内
容
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
下
さ
い
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令和５年 第１回定例会　２月１６日（木） 開会予定です

●委  員  長／奈良輪 政五　 ●副委員長／須永 和良
●委　   員／佐藤　葉子　石上　塁　小倉　靖幸　

●発行／令和５年２月１日
●編集／きみつ市議会だより編集委員会　
            〒299-1192 君津市久保2-13-1  君津市議会事務局
●TEL　0439-56-1497
●URL　https://www.city.kimitsu.lg.jp/site/gikai/

　݄̍に։࠵されたҎ下のݚमにຊٞࢢձٞһがࢀ
Ճしました。
݄̍ ̍̓ 日　ઍ༿ݝೆٞࢢձٞ௕ձ　ٞһݚमձ

ԋ୊ʮࣗ෼の৺がมわれ͹、पりもมわるʯ
݄̍ ̍̕ 日　かͣさٞࢢ࢛ձٞ௕ձ　ٞһݚमձ

ԋ୊ʮٞձにお͚る੓ྙ࣏ཧʙύϫϋϥɾ
ηΫϋϥにͭいてʙʯ

研修会に参加しました

「きみさらず聖苑」が供用を開始しました
　きみさらͣ੟ԓは、໦ߋ௡܅、ࢢ௡ࢢ、෋௡ࢢ、କέӜࢢ
の̐ࢢがڞಉで੔උした৽たなՐ૴৔で、ྩ ࿨̐೥̍̎ ݄̍
日にڙ༻を։࢝しました。ಉࢪઃは、पลڥ؀とௐ࿨する
ೳに༏れたઃඋをඋ͑ているほか、おผれੑڥ؀、΍؍֎
ࣨ΍ྶ҆ࣨをઃஔし、多༷なχʔζにରԠしています。
̍̍、ったほかߦをֶݟઃのࢪձではٞࢢ、にઌཱͪ༺ڙ　
݄̎̓ 日に։࠵されたམ੒ࣜにはࡾӜٞ௕、ಸྑྠ෭ٞ௕
΍、ݐઃࡁܦৗ೚ҕһձのੴ上ҕһ௕、ଜ上෭ҕһ௕が出
੮しました。

行政視察で本市を訪問
　݄̍̎̌日、ੴ઒ࢤݝլொٞձがຊࢢを๚໰し、

ʮֶ࠶ߍฤɾখத一؏ڭҭʯٴͼʮ܅௡ࢢ঎޻ɾ؍光

ΞΫγϣϯϓϥϯʯにͭいてݚ࡯ࢹमをߦいました。

ݟなҙൃ׆、のઆ໌がऴわると多くの࣭ٙがありۀࣄ

。われましたߦが׵ަ

し� � � か �まͪ

˞ΞϓϦのμ΢ϯϩʔυはແྉですが、௨৴අは
　ར༻ऀのෛ୲になります。

"OESPJE༻
スϚϗɾλϒϨット˝

J04༻
J�1IPOFɾJ1BEなど˝ࠬߢޠࡠࠗ࠴ࡑޟ࡝ࡊࠕ↪ࡦࠜࡈ࠻࡯ࡑ

ޕますߌߛߚいⷩߏをޠࠅࠃߛ議会ޟ
ߢޠࡠࠗ࠴ࡑޟ࡝ࡊࠕ↪ࡦࠜࡈ࠻࡯ࡑࠬ
ޕますߌߛߚいⷩߏをޠࠅࠃߛ議会ޟ

ΞϓϦをμ΢ϯϩʔυし、ʮおॅまいの஍Ҭʯで܅௡ࢢを
બ୒すると、いͭでもど͜でもスϚϗ΍λϒϨットなど
でʮٞձだよりʯをӾ覧する と͜ができます。




